
岐阜大学医学部看護学科教育プログラムに関する 

就職先における就業状況調査の結果報告 

 

１. はじめに 

本学の卒業生が在学中に身に付けた学力や資質・能力がディプロマ・ポリシーに照らしてどの程度達成されているかを検証し、 

教育の成果や効果を確認することを目的として、教育プログラムに関する卒業生の就業状況調査を実施した。  

本学は、2022 年度に日本看護学教育評価機構（Japan Accreditation Board for Nursing Education ；JABNE）の、 

分野別認証評価を受審し「適合」との評価を受けており、さらなる教育プログラムの改善に活かすために調査を毎年実施している。

新卒で採用され、就職後 1 年目の本学科卒業生の就業状況に関する意見聴取により、看護学科のカリキュラムや教育プログラ

ムの改善に活かしていきたい。 

 

２. 基本情報 

１）調査期間：令和 7 年（2025 年）11 月～12 月 

２）調査対象：新卒で採用され、就職後１年目の岐阜大学医学部看護学科卒業生の指導担当者または管理者 

３）調査方法：卒業時、学務係が把握している就職先の看護部宛に「就業状況調査のご協力のお願い」を送付し、 

無記名 Web アンケート形式で回答を得た。 

４）回収状況：回収数 36 件、回収率 80.0％ 

 

３. 結果 
1) 看護学科教育プログラムに関する就業状況 （次ページ参照） 
 
 

  

４. おわりに 

本調査は、令和 7 年度の時点で、新卒で採用された就職後 1 年目の本学科卒業生の就業状況に関する意見を聴取した。 

頂いたご意見を、看護学科のカリキュラムや教育プログラムの改善に活かしていきたい。  

お忙しい中、多くの質問に丁寧にご回答いただいた皆様に心より御礼申し上げます。 
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